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今後の取組３

意見交換での主な意見２

ワークショップの成果１



１ ワークショップの成果 ワークショップ① 大学と地域の連携

課題① 大学の知見を地域に還元、地域を研究のフィールドに

【専修大学】
★人がつながる仕組みをつくる
★人が集まる場をつくる

例：まちづくりDX研究センター
・他学部、他大の教員、学生と共同での研究
・行政や多摩SDCとの持続的なつながり

★人が集まる仕組みをつくる
・行政や地域のリアルなデータ、地域課題を集積

（これらの仕組み・場を活かして・・・）
○学内から出て現実を知る場をつくる
○リアルなデータや地域課題を基に研究を行う

【日本女子大学】
★大事なのは「つなぐこと」

○社会実験の宣伝
○地域の歴史の資料等を地域の人が気軽に見られるように
⇒情報の継承

○大学の授業を地域で受けられる制度
★マッチングの場の創出＝スタッフが入れ替わっても続く場

（バーチャル）
○地域課題をリスト化したマッチングサイト
○地域連携できる大学の授業・研究等を行政で広報

（リアル）
○地域の方との相談の場
○公共施設の提供



１ ワークショップの成果 ワークショップ① 大学と地域の連携

課題② 学生によるまちの課題解決・活性化＋多摩SDCの人材確保・育成

【明治大学】
★地域課題やデータ等の情報の整理・ビジュアル化
★関係者（大学・企業・行政・多摩SDC）同士のつながり強化

○イベントでの交流
（登戸・たまがわマルシェ、区民祭等への出店）

★課題に対する地域との交流
○地域課題を研究⇒地域で発表⇒フィードバックをもらう

★予算の確保
○行政の助成金
○企業からの支援

【参考】ワークショップ①のグラフィックレコーディング

グラフィッカー：
岡田利実・肱岡優美子・斉藤久美子



１ ワークショップの成果 ワークショップ② ３大学同士の連携

多摩学教育研究センター
・共同授業⇒活動助成⇒卒論
・研究助成⇒公表
⇒地域住民、地元高校生等への発表会

大学教員

本当のオープンキャンパス開催
・子ども、町内会・自治会の人等が来る研究発表、施設紹介、学生の自主活動紹介

３大学で得意分野を集結させて地域課題の研究を行い、そこに学生が主体的に関われるようにする大学事務局

学生や教員の交流の場、仕組みづくり

学祭や地域イベントで３大学を回る機会を作る
⇒大学ブースの出店や、事前準備での交流も期待できる

学生

授業やゼミなど共同プロジェクトに単位が付く⇒学生が参加しやすくなる

３大学同士の連携案



２ 意見交換での主な意見

主な意見
○多摩学研究教育センター

・共通科目として多摩区の歴史、地域課題を学ぶ、

実践する

・単位もとれる共通授業、３大学の教員が交代で

講義、地域研究・地域活動実践

・地域活動で単位取得できる

⇒学生のモチベーションUP

・大学単位での連携には課題が多い

⇒ゼミ単位での取組が現実的では

○３大学の施設共有が大学連携につながるのでは

（ex.富士通 Uvance Innovation Studio）

○日常（共通授業、ゼミ等）でつながる仕組みと

非日常（イベント等）でつながる仕組み

・学祭で３大学の交流の場を持つのはどうか

○多摩SDCは交流や接点の場になりうるか？

・多摩SDCのイベント（登戸・たまがわマルシェ）

に３大学連携のブースを出店

・その他、子ども食堂等多摩SDCの事業との連携

・交流の出口として、研究発表・卒論発表等の場を

多摩SDCの活動報告会等の場で実施

⇒地域の人に研究発表できる場

【参考】意見交換のグラフィックレコーディング

グラフィッカー：岡田利実・肱岡優美子・斉藤久美子



１ 豊かな地域社会を目指して今後の取組３
R7～8

・実現に向けた調整
・具体化に向けた検討
・目指すべき具体的ビジョンの検討

R9R8
車座集会

R7.11
車座集会で出たアイデア

【実現に向けた調整を開始】

【中長期に検討を実施】

④多摩SDCと大学による
活動報告

多摩SDCの活動報告会と大学・地域連携
事業の報告会を同時開催

①多摩SDCと大学の相互交流
多摩SDCが各大学の新入生歓迎イベントに出店
多摩SDCのイベントに各大学が参加
（登戸・たまがわマルシェ）

⑥３大学が連携した授業又は
プロジェクトの仕組みづくり

３大学連携協議会等の場を活用し、
検討を進める

②区民、大学等による地域課題
の把握、意見交換の場の創出

多摩SDCと大学を中心に対話の場を設定
し、具体化に向けた検討を進める

⑦大学施設の相互利用
（ex.大学の送迎バス、

キャンパス内の施設等）

３大学連携協議会等の場を活用し、
検討を進める

⑤３大学の学生向け多摩SDC
体験プログラムの開発

多摩SDCと連携し、体験プログラム開発
を進める

③大学教員等の推進する
プロジェクト・企画等の実現

３大学のゼミ単位の発表交流会の実施

【学生向け授業】
「デジタル技術を活用したまちづくり」をテーマと
した実習。他大学、区役所、多摩SDCと連携した実施を検討
【教員向け研究】
「デジタル技術を活用したまちづくり」研究プロジェクト
立上げ。３大学、企業、地域、行政との連携を模索

【学生向け授業】
「多摩区の地域課題を学ぶ」
全学教養科目新設
３大学、多摩SDCと連携
【教員向け研究】
研究プロジェクトの活動継続

・①～⑦のアイデアの実施
状況・進捗状況の報告及
び更なる連携に向けた検討

・目指すべき具体的ビジョン
の確認

新たな仕組み、
取組の本格実施


